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カブトムシの飼育を通じて「命の大切さを学ぶ」

「カブトムシ里親まつり」を開催 !!

７月７日（日）、箕面国有林（箕面国定公園「エキスポ’９０み

のお記念の森」）において、NPOクワガタ探検隊との共催イベ

ントである「カブトムシ里親まつり（飼育編）」を開催し、１５家

族、３７名の方々に参加いただきました。

当日は、NPOクワガタ探検隊 西理事長夫妻による創作紙

芝居「帰ってこい　王者くん」を皮切りに、国定公園内での森

林散策を行った後、NPOクワガタ探検隊による国産カブトム

シ（地元産のカブトムシによる養殖）の配付と飼育方法につい

て説明を行いました。

里親まつりのネーミングどおり、今回ご参加いただいた御

家族には、夏の間カブトムシの飼育を行っていただき、カブト

ムシのこどもが生まれ、幼虫となる９月下旬から10月上旬頃に

は、育てた幼虫（幼虫のオス、メスのペアは各人へお返しし、

それ以外を放虫する。）を国有林内に設置してある昆虫ベッ

トに戻すイベント「放虫編」を予定しています。

今回のイベントは、森林へのふれあい体験を通じて、「森の

すばらしさや森林の大切さ」を理解していただくこと、また、カ

ブトムシを飼育し、幼虫を山に返すといった一連の飼育活動

を通じて「かけがえのない命の大切さ」を体感いただくことを

目的として行ったものです。

参加いただいた方からは、①小さな子に自然とのふれあい

の時間を作れてよかった、②初めて訪れたが、自然にたくさ

んふれあい、展望台からきれいな景色が見られて良かった、

③自然の中でお弁当が食べれてよかった、④今後もこういっ

た貴重な活動を続けてくださいなどの感想をいただきました。

箕面森林ふれあい推進センターで

は、今後も様々な機会を通じて、国民の

皆様方が自然に触れ合う場を提供してま

いります。

森林散策

紙芝居

昆虫ベット

飼育方法の説明
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森林の中で瞑想 ハンモックに揺られてすやすや～☆森林散策

　 林野庁 近畿中国森林管理局 箕面森林ふれあい推進センターでは、箕面市に

所在する「箕面国有林」のフィールドを活用して、広く一般の方に森林に触れ合い

ながら「森の魅力や森林の大切さ」を体感いただくイベントを企画し、協定により実

践いただくボランティア団体等を募集しています。

　令和元年５月１９日（日）、NPO法人みのお山麓保全委員会との協定イベントである「みのお

森のセラピー」を開催しました。

　本イベントは、自然の中に一日過ごしていただく中で、自然散策などを体験いただきながら、

「森の中での癒し効果や自然（森林）の大切さ」などを体験しながら学んでいただくことを目的

に行ったものです。

　当日は、大阪府下から６名の方々にご参加いただき、箕面国有林にあります勝尾寺園地に

集合後、セラピーアシストの案内により、国有林の中で瞑想をしたり、自然観察や谷川の水に

足をつけて冷たさを体感するなど、森の素晴らしさを十分体感した後、最後は、各々で設置し

たハンモックに揺られ、心地よい眠りを体感し、約２時間の都会にはない「癒しの空間」を満喫

していただきました。

　参加いただいた方からは、①自然の中でゆったりと過ごす中で、普段感じられない癒しの時

間が過ごせた、②森の空気、鳥の声、風の音など、５感が癒されたなどの感想をいただきまし

た。

　なお、第２回目の「みのお森のセラピー」を９月１５日

（日）に開催する予定としておりますので、皆様のご参

加をお待ちしています。

詳しい情報はこちらまで

めい  そう


